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産業技術政策論
講義の流れ
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第１部 持続可能な発展
(1)  地球環境問題
(2)  地球温暖化
(3)  地球温暖化とエネルギー
(4)  有害化学物質の管理
(5)  循環型社会の構築
(6)  生物多様性の保全と活用
第一回課題

第２部 安全な社会のために
(7)  消費者保護・製造物責任
(8)  社会的規制
(9)  情報セキュリティ
(10)  安全保障問題と産業技術
(11)  安全規制とマネージメント
第二回課題

第３部 社会の創造性を高めるために
(12)  創造と知的財産権制度
(13)  創造の知的基盤としての計量・標準
(14)  大学とイノベーション、技術の普及

期末課題
(15) 期末課題のためのモデルケーススタディ



テーマ：自分の専門分野は社会のために
どのように奉仕しうるか

講義を通じて学習した成果をまとめる。自らの専門を通じて、技術者として、あ
るいは安全専門職として社会に貢献するためのプランを作成する

例えば、
1. 分野（技術、プロセスなど）の特定、説明
2. 期待される効果
3. 想定される問題点
4. 社会環境、市場環境、競合企業
5. 目標
6. あなたにできること、できないこと
7. 問題点をどう克服
8. ビジネスプランの作成

（やるべきことを線表で整理、必須）
A４用紙で４枚程度
８月２７日までにメールで提出3
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演習課題と期末レポート、成績評価
第１部、第２部の各終了時に演習課題がある。（A4用紙で２枚程度）

第1回課題 企業の環境報告書を分析し，本授業で扱った各視点から評価を行う．
（７月末までにメールで提出）

第2回課題 国民生活の安全・安心を脅かす特定の課題について，関連する国会
議事録を検索・読解して，何が解決され、何が未解決であるかまとめる．（８月末ま
でにメールで提出）

学期末には期末レポートを提出する。課題は
「自分の専門分野は社会のためにどのように奉仕しうるか」
というテーマで、講義を通じて学習した成果をまとめる。自らの専門を通じ
て、技術者として、あるいは安全専門職として社会に貢献するためのプラ
ンを作成する．（A４用紙で４枚程度。８月２７日までにメールで提出）。

成績評価は演習課題（３０％）、期末レポート（４０％）、講義中の議論への
貢献度（３０％）で行なう。

重要：オリエン資料の修正


